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1 
周知のように，従来の国際経済学のモデルは，まず当事国の生産関数を specifyする
ことから出発していた。 Heckscher-thlinモデルにしても， Specific Factorモデル
(Ricardo-Vinerモデル）にしても，みなそうである。これに対して，ここ数年の間に，
生産関数と dualな関数にある費用関数の側面からのアプローチによる諸研究が行なわれ
るようになってきた。たとえば A.D. Woodland (1977), M. Mussa (1979), A. G. 
Schweinberger (1980)などがある。 この中， A.D. Woodlandは，費用関数にそくし
て最適化条件を定式化し，それによって最適化問題を要素価格面に図解している。また，
M. Mussaは，それらに加えて factormarket distortionsの効果をとり入れており，
さらに， A.G. Schweinbergerは capitalimmobilityのケースを導入している。しか
しここでとりあげる A.K. Dixit & V. Norman (1980)は，これらの諸研究をさらにお
し進め，従来の国際経済学の多くのトピックスを，従来の生産関数一効用関数と dualな
関係にある費用関数一支出関数にそくして，統一的に解明した優れた研究書である。
以下，各章のエッセンスを要約して，若干の評価を加えておきたいと思う。
2 
本書は，次のような構成になっている。
第1章国際貿易の理論
＇ 第2章双対関係による供給と需要
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第3章国際均衡と貿易利益
第4章貿易，特化および要素価格
第5章比較静学
第6章厚生と貿易政策
第7章貨幣と国際収支
第8章固定価格の下での貿易と国際収支
第9章規模の経済と不完全競争
数学付録
以上のような構成から知られるように，第1章から第6章までは，完全競争の下での貿
易の純粋理論を扱っており，第7章と第8章は monetaryアプローチによる国際収支の
問題を扱っており，また第9章は規模の経済に基づく貿易をとりあげている。しかしその
アプローチは，従来の生産関数一生産等量線を用いたアプローチと dualな関係にある費
用関数アプローチによって統一されており，これによって国際貿易の一般均衡や比較静学
分析がどのように扱えるかを明らかにしている。 ． 
まず第1章は， 2財2要素モデルを用いて，従来の国際貿易の諸理論をサーベイするの
であるが．その結果，それらが一般均衡の枠組の中でとりあげられることの重要性が明確
にされる。
第2章は，生産関数と dualな関係にある収入関係 (RevenueFunction), つまり最
大化された生産額 (valueof output) を示す関数から，生産要素量一定の下での財価格
(P)の関数としての供給関数を導く。 また， P一定の下での生産要素量の関数としての
投入要素の shadowpriceを導く。そしてその一例として， Ricardoモデルおよび
Ricardo Vinerモデル (specificfatorモデル）を示す。なお， Ricardo-Vinerモデルに
ついては，その諸特徴を図解している。次にこの RevenueFunctionはCostFunction 
つまり，財の平均費用がその財価格を下回らないという条件の下での生産要素の価値の最
小値にも等しいのであり，このような財のコストを最小するような要素価格フロンティア
から，その比較静学分析として，財価格や生産要素量の変化が生産量や生産要素価格に与
えて効果を明らかにする。
他方，モデルの需要サイドは，効用関数と dualな関係にある支出関数 (Expenditure
Function) によって表わされる。それは一定の効用水準を下回らないという条件の下で
支出を最小にするような関数であり，その特徴が示される。
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本書の基本的な分析 toolは，このような RevenueFunctionないし CostFunction 
とExpenditureFunctionであり，第3章以降はこのような関数を用いて， 国際経済学
におけるいくつかの問題を検討することになる。
すなわち，第3章はこの2つの関数を用いて，貿易パターンや貿易利益についての基本
的な命題を明らかにする。まず封鎖経済下の均衡は， budget equationと財市場の均衡
式によって示される。それらは，生産要素量が一定で， 1人の消費者の場合には
e(P, u)=r(P, u) (1) 
ep(P, v)=り(P,v) (2) 
で示される。 (1)の左辺は expenditure,右辺は revenueを表わし,Pはpricevector, 
.uは utility,.Vは factorendowment vectorである。また(2)の Bp と rpは，
expenditure functionとrevenuefunctionをPで微分したものであり，それぞれ財
の需要量ベクトルと供給量ベクトルが等しいことを示している。
次に，自国が貿易を開始して，自由貿易均衡が成立するものとする。 この場合， free
tradeとrestrictedtradeの下での厚生水準が，封鎖経済でのそれより悪化することは
ないという命題が示される。すなわち， ca,がおよびかを封鎖経済の下での自国の消
費，生産および厚生水準とすれば，封鎖経済の下では， ca=がである。次に，自由貿易の
下での pricevectorをP',utilityをu'とする。そして UA一定として，expenditure
functionを価格の関数とすれば， P'の下ではかは以前よりも少ない支出で実現でき
るので，
e(P', か） =P'c'~P'c0 (3) 
となる。ただし， c'は freetradeの下での支出ベクトルであり， P'c"=P'がである。
他方.revenue functionから
P'が::;;p'x'=r(P',v) 
となり，予算の制約式は
r(P', v) =e(P', u') 
(4) 
(5) 
である。 eは効用水準の増加関数であるから， (3)と(5)から
u';;:u0 (6) 
がいえる。したがって，自由貿易は封鎖経済よりも厚生上，劣ることはないのである。
なお， restrictedtradeの場合，生産要素量が可変的な場合，消費者が多数存在する場
合， lump-sumtransferがある場合，消費税がある場合などについても，同様の議論を
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行っている。
第4章は，比較優位と貿易パターンとの関係，およびそれに関連した問題をとりあげ
る。まず， PAを自国の封鎖経済における pricevector, paを外国におけるそれ， m を
自国の netの輸入ベクトルとすれば
epa_pa)m~O (7) 
が示される。これは，各国はその封鎖経済下での価格が外国のそれより高い財を輸入する
ということを示している。勿論これは，各国が比較優位財を輸出することを必らずしも意
味しない。そこでこのような貿易パターンと £actorabundance との関係を一般的な形
で示し， さらに自由貿易の均衡において要素価格がどうなるかを， Heckscher-Ohlinモ
デルと Ricardo-Vinerモデルについて考える。 Heckscher-Ohlinモデルの場合，要素
価格は財価格のみに依存するので， 自由貿易によって要素価格は完全に均等化するが，
Ricardo-Vinerモデルは要素価格は factorendowmentsにも依存するので，要素価格
の変化の方向やその値について，アプリオリには何も言えない。
第5章では，モデルにおけるパラメターの変化が，均衡価格や効用水準などに与える効
果を明らかにする。具体的には，財のトランスファー，要素存在量の変化，生産技術の変
化，国際的な生産要素の移動，最終財および中間財に対する関税の効果などを明らかにす ！ 
る。
第6章は，貿易政策の諸効果，特に一国の立場からみた最適貿易政策を明らかにする。
第7章と第8章は，国際収支に関する議論を扱っている。まず第7章は，一般均衡分析
の枠組における monetaryapproachの分析にあてられる。すなわち，小国モデルにお
いて，国際収支（貿易収支）が moneyの hoardingに等しいことを明らかにし，それ
を財政金融政策の効果や non-tradedgoodsを含む場合に拡張する。 次に財価格が内生
的に決まる 2国モデルを考え，比較静学分析を行う。また， elasticityアプローチと
monetaryアプローチの関係について，前者では財と assetsが効用関数において sepa-
rebleであることを想定していることを示す。
ところで， monetaryアプロー チは， assetsを含む国際貿易のワルラス的均衡理論で
あると考えられるので，それは貿易モデルを現在財と将来財との変換を含む形に拡張した
ものであると考えることができる。勿論そこでは，完全な flexibleprice を想定してい
た。これに対して，第8章は fixedpriceの下での貿易と国際収支の問題を扱うことに
なる。そこでは，'3つのケースについて考察される。第1は，自国が小国で一定の交易条
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件に直面し，しかも生産要素価格が固定されている場合であり，第2は，財価格は flexible
で，自国の生産要素価格が固定している場合であり，さらに第3は，財価格も生産要素価格
も固定している場合であり，それぞれのケースについて比較静学的な分析が行なわれる。
第9章は，不完全競争の下での貿易モデルを考察している。不完全競争の下で一般的な
貿易モデルを作ることは容易でないが，ここではまず increasingreturns to scaleの
下での市場の拡大，つまり消費者の増加が，財価格を引下げmonopolypowerを低下さ
せることを示す。また marketの拡大が，厚生水準を高めることを明らかにする。しか
しここで最も重要な貢献は，生産物の差別化による産業内貿易を説明している点である。
3 
以上のように，本書は国際経済学の多くの基本的な命題を， RevenueFunctionと
Expenditure Functionを用いて，一般均衡的に統一的に解明し，幾づかの展開を試み
ている点で，ユニークな貢献を果している。また，従来の研究では余りとりあげられてい
なかった固定価格の下での貿易と国際収支の問題や，不完全競争の下での貿易理論を扱っ
ている点で興味深い
ところで，このような dualapproachの最大のメリットは，財価格と要素価格との関
係を陽表的に示すことができ， したがって factorprice equalization theoremゃ
Stolper-Samuelson theorem, distortion, および有効保護論などを， より明確な形で扱
うことができるということであろう。このような側面から，この書物は今後の国際経済学
の研究に1つの新しいアプローチを提供していると評価することができる。
周知のように，国際経済学には4つの基本的な定理がある。すなわち，ヘクシャー・オ
リーン定理，要素価格均等化定理，ストルパー・サムエルソン定理，およびリプチンスキ
一定理である。しかしこの中の最初の2つと，後の2つはそれぞれ dualな関係にあるの
である。したがって，ヘクシャー・オリーン定理と，リプチンスキ一定理はその性格から，
従来の生産関数アプローチによって展開されるのがよいが，要素価格均等化定理とストル
パー・サムエルソシ定理は，生産関数と dualなCost関数ないし Revenue関数にそ
くして扱われるのが好ましい。このような点は，すでにA.D. Woodland (1977)や池間
誠 (1978),山田正次 (1980)らによって指摘されていたのであるが，この書物はdualァ
プローチにそくしてこのような国際経済学の諸命題を包括的に分析したものであると考え
られる。新しい命題ではないが，新しいアプローチを提供している点において，注目すべ
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き書物であるといえよう。
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